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（１）小学校国語 

① 全体的な結果 

ア 正答数の分布 

 

   【国語Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語Ｂ】 

 

 

 

 

 

 

＊「Ａ～Ｄ層」について  
・各層は全国の児童を正答数の大きい順に整列させ，人数比率により 25％

刻みで４つの層分けを行っています。上位から１番目をＡ層，２番目をＢ

層，３番目をＣ層，４番目をＤ層と呼称します。正答数が同じ場合は，上

位の層に含むため，25％を大きく超える場合があります。  
・千葉県の人数比率は，全国のＡ～Ｄ層を基準に示してあります。  

 平均正答数,平均正答率ともに全国と同程度である。正答数の分布は,全国とほぼ

同じである。 

平均正答数,平均正答率ともに全国と同程度である。正答数の分布は,全国とほぼ

同じである。 
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平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

全 国 
（公立） 

10.9問

／15問 
73 % 12.0 3.1 

千葉県 
（公立） 

10.9問

／15問 
73 % 11.0 3.1 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜8 問 9〜11 問 12 問 13〜15問 

全 国 
（公立） 

21.3 % 28.4 % 12.9 % 37.5 % 

千葉県 
（公立） 

21.5 % 28.6 % 13.3 % 36.7 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

全 国 
（公立） 

 5.8問
／10問 

58 % 6.0 2.4 

千葉県 
（公立） 

 5.8問
／10問 

58 % 6.0 2.5 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜3 問 4〜5 問 6～7 問 8〜10 問 

全 国 
（公立） 

19.6 % 22.8 % 29.8 % 27.8 % 

千葉県 
（公立） 

20.1 % 22.4 % 29.5 % 28.0 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊  
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イ 調査区分ごとに見た傾向（全国平均（公立）を 100 とする） 
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知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成28年度

→ → 

→ → 

→ 

知識／活用 

 「知識」は，全国と同程度であるが，低下傾向である。「活用」は全国と同程度

であり，昨年度よりも上昇した。 

領   域   等 

  「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が低下傾向にあり，

今年度はどちらも全国に達しなかった。 

問 題 形 式 

  昨年度課題として挙げられた「記述式」は，今年度も全国を下回ったが，上昇

傾向にある。 
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選択式

平成25年度※抽出調査  

H24 H25 H26 H27 H28
知 識 100.0 98.7 104.0 102.1 99.5 
活 用 103.1 101.4 100.0 98.6 99.8 
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知識／活用

H24 H25 H26 H27 H28
選択式 102.6 99.2 105.1 100.2 100.7 
短答式 100.0 99.8 101.4 102.6 98.9 
記述式 101.4 99.5 95.3 96.4 97.6 
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問題形式

H24 H25 H26 H27 H28
話す・聞く 100.7 101.1 101.0 99.6 100.0 
書くこと 101.8 100.8 99.3 98.5 99.8 
読むこと 102.8 101.8 101.1 101.5 99.6 
伝・国 99.6 98.3 103.7 100.8 99.0 
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領域等
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選択式

平成26年度
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②　各設問及び質問紙調査に見られる結果と特徴

ア　各設問の結果

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

１一１ 伝 言 短 80.0 0.7 5.2 0.0

１一２ 伝 言 短 98.2 -0.3 0.4 0.1

１一３ 伝 言 短 81.4 0.4 5.8 0.8

１二１ 伝 言 短 86.1 -1.4 5.5 1.0

１二２ 伝 言 短 75.2 1.4 10.5 0.1

同一 61.4 -2.8 6.1 1.1

(H19) 57.2 -0.8 8.9 -1.2

２ 話 話 選 79.1 -0.1 0.3 0.1

３ 書 書 選 66.5 -0.9 0.3 0.1

４ 書 書 選 80.6 2.4 0.4 0.1

５ 読 読 選 93.0 -0.1 0.3 0.0

問
　
題

全
国
と
の
差

言 短
漢字を書く
(先生にそうだんする)

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を正しく書く

漢字を読む
(むだを省くようにする)

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を正しく読む

伝

漢字を書く
(アサガオのたねをまく)

漢字を書く
(したしい友人と出かける)

Ａ

書き手の表現の仕
方をよりよくする
ために助言する

漢字を読む
(今日は全国的に快晴だ)

漢字を読む
(お年玉を貯金する)

１二３

全校集会で歌う歌を決めるた
めに，どのように話し合って
いるのか，話合いの説明とし
て適切なものを選択する

委員会を紹介するパンフレッ
トを作るため，追加の取材を
した理由として適切なものを
選択する

目的や意図に応じ
て，収集した情報
を関係付けながら
話し合う

目的や意図に応じ
て，書く事柄を整
理する

目的に応じて，図
と表とを関係付け
て読む

設問の概要

公園案内図とパンフレットに
ある表とを関係付けて読み，
希望に合うものを選択する

ルール説明の表現について
助言した内容として適切な
ものを選択する

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　　「話」　話すこと・聞くこと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式
　〔肯定的回答〕
　　　　「当てはまる，どちらかといえば当てはまる」など肯定的な選択肢を選択した
　　　　割合の合計
　〔昨年との差〕
　　　　千葉県の今年度（平成28年度）と昨年度（平成27年度）との差を示す

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

設
問
番
号

　全国を上回るもの
　全国を下回るもの（課題あり）

  △：全国との差３.０ポイント以上
  ▼：全国との差３.０ポイント以下
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
　
題

全
国
と
の
差

設問の概要

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

設
問
番
号

課題改善 64.1 0.2 1.4 0.0

(H20) 53.4 1.2 9.1 -0.6

７アイ 伝 言 選 81.1 -0.1 0.9 0.0

課題改善 51.3 -1.9 12.4 0.5

(H21) 47.8 2.3 18.2 -1.0

課題改善 40.4 -1.4 15.1 1.4

(H21) 53.8 1.9 28.2 -1.1

８-３ 伝 言 短 49.2 -1.5 21.4 1.4

１一 話 話 選 53.1 1.3 0.4 0.1

１二 話 話 選 50.7 -0.4 0.6 0.1

１三
話
・
書

関
・
話
・
書

記 49.4 -1.0 8.7 0.9

課題改善 43.5 0.1 1.4 0.2

(H25) 25.7 -0.5 13.3 0.0

課題改善 50.1 -1.3 7.6 0.9

(H21) 25.7 -0.5 13.3 0.0

２二
(2)

書
関
・
書

記 63.4 -0.8 8.7 1.0

２三 書 書 選 60.4 2.1 4.7 0.5

３一 読 読 選 77.9 0.7 3.3 0.4

３二 読 読 選 77.7 -0.2 3.7 0.3

３三
書
・
読

関
・
書
・
読

記 50.8 -2.1 13.0 1.5

２一

「早ね早起き」活動の成果
について，〈図１〉の結果
を基に書いた内容として適
切なものを選択する

グラフを基に，分
かったことを的確
に書く

書 書

Ａ

毛筆で書いた(一)と(二)を
書き直した際，注意した点
として適切なものを選択す
る（永久）

８-２

８-１

６

『おばあさんの飛行機』を読
んで，登場人物の人物像を説
明するために，根拠となる表
現として適切なものを選択す
る

「パン職人」に関する複数
の資料の内容を関係付けて
まとめたものとして適切な
ものを選択する

目的に応じて，本
や文章を比べて読
むなど効果的な読
み方を工夫する

ローマ字を読む
（hyaku）

ローマ字で表記さ
れたものを正しく
読む

ローマ字を書く
（あさって）

平仮名で表記され
たものをローマ字
で書く

ローマ字を書く
（りんご）

目的に応じて，文
章の内容を的確に
押さえ，自分の考
えを明確にしなが
ら読む

伝 言

用紙全体との関係
に注意し，文字の
大きさや配列など
を決める

話し手の意図を捉
えながら聞き，話
の展開に沿って質
問する

読

伝 言

登場人物の人物像
について，複数の
叙述を基にして捉
える

読

書
関
・
書

記

選

短

短

選

Ｂ

「早ね早起き」活動の課題
に対する解決方法について,
〈表２〉の結果を基に書く

目的や意図に応じ
て，表を基に，自
分の考えを書く

「早ね早起き」活動の報告
文で課題を取り上げた効果
として適切なものを選択す
る

活動報告文におい
て，課題を取り上
げた効果を捉える

「パン職人」に関する本を
選んだ目的の説明として適
切なものを選択する

目的に応じて，複
数の本や文章など
を選んで読む

スーパーマーケットの店長
へのインタビューメモを作
成した際の工夫した点とし
て当てはまらないものを選
択する

目的に応じて，質
問したいことを整
理する

スーパーマーケットの店長
への質問の意図として適切
なものを選択する

質問の意図を捉え
る

スーパーマーケットの店長
へのインタビューメモを基
にして，話の展開に沿った
質問を書く

２二
(1)

「早ね早起き」活動の課題
について，〈図２〉の結果
を基に書く

目的や意図に応じ
て,グラフを基に,
自分の考えを書く

「パン職人」について，紹
介したい内容をまとめて書
く
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イ　質問紙調査の結果

1.4

1.1

-2.7

1.9

5.2

-1.3

2.7

0.7

2.1

1.4

-1.4

0.6

2.9

-3.2

-0.3

71.7

-1.6

-0.4

0.6

3.6

-0.3

0.3

0.6

-0.6

0.3

-0.1

-1.2

-1.3

-1.6

0.8

0.1

62.2

72.8

76.8

73.5

86.0

81.0

75.2

88.6

67.3

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しい
と思いますか

学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いた
りすることは難しいと思いますか

学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，
広げたりすることができていると思いますか

国語の勉強は好きですか

37.7

44.6

68.9

61.9

91.0国語の勉強は大切だと思いますか

国語の授業の内容はよく分かりますか

６１

６２

５７

５８

５９

６４

６５

６６

６３

読書は好きですか

国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思
いますか

国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり，書い
たりしていますか

６７

６８

国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝わるように話の組み
立てを工夫していますか

国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由が分かるように気を
付けて書いていますか

８２

８３

６９

７０

国語の授業で文章を読むとき，段落や話のまとまりごとに内容を理解
しながら読んでいますか

今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，
どのように解答しましたか
 １  全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した【肯定的回答】
 ２　書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中であきらめたりし
　 たものがあった
 ３　書く問題は全く解答しなかった

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ）

質問
番号

国語に関する質問事項
肯定的回答

千 葉 県 全国との差 昨年との差

○Ａ問題で出題されたローマ字の書く，読むでは，正答率が３問すべて全国を下回り，無

解答率においても３問全てが全国より高いという結果であった。ローマ字は第３学年の

指導事項であるが，当該学年での学習にとどまらず，繰り返し読んだり書いたりするこ

とができるようにする必要がある。その際，児童が必要性を感じられるように，ローマ

字表記が添えられた案内板やパンフレットなど，ローマ字が使われている日常の場面と

結びつけながら指導することが大切である。

○Ｂ問題で出題された「記述式」では，昨年度よりは改善が見られるが，４問すべての設

問で正答率が全国を下回り，無解答率が高い。記述式４問は質問紙の(６８)(６９)との

関連が強く，文章に書かれている話題，理由や根拠となっている内容，構成の仕方など

について注意して読む指導の充実が望まれる。また，図表を基にした記述では，必要な

数値，概略を示す言葉，比較を示す言葉など，読み取った情報を相手にわかりやすく伝

えるための言葉を選択する指導も必要である。
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③ 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 活用（Ｂ問題）は昨年度と比較すると改善が見られ，今年度は，知識（Ａ問題）とと 

もに全国と同程度であった。 

◇ 「国語の勉強が好き」な児童の割合が全国より高い状況が継続している。 

◇ 「記述式」の正答率が，昨年度と同様に全国平均を下回ったが，上昇傾向が見られる。 

課題 

◆ ローマ字を書く，読むことは，３問全てにおいて全国を下回った。今回と同様の趣 

旨で出題された平成２１年度調査との比較においても課題として挙げられる。 

◆ 昨年度に引き続き，無解答率が全国より高い設問が多く，継続した課題として挙げら 

れる。特に，正答率が全国平均と同程度であった活用（Ｂ問題）においても，全ての 

設問の無解答率が全国より高いという結果であった。 

 

話すこと 

聞くこと 

◇ 目的に応じて，質問したいことを整理することが，全国を上回っている【Ｂ１一】。 

◆ 質問の意図を捉えながら聞くこと【Ｂ１二】が，全国を下回り，さらにそれを記述さ

せる設問【Ｂ１三】になると，正答率がより低くなっている。 

書くこと 

◇ 目的や意図に応じて，書く事柄を整理することが，全国を上回っている【Ａ４】。 

◇ 活動報告文において，課題を取り上げた効果を捉えることが，全国を上回っている 

【Ｂ２三】。 

◆ 目的や意図に応じて，グラフや表を基に，内容を整理して自分の考えを書くことが， 

全国を下回っている【Ｂ２二(1)】【Ｂ２二(2)】。 

◆ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら書くことが, 

全国を下回っている【Ｂ３三】。 

読むこと 

◇ 登場人物の人物像について，複数の叙述を基にして捉えることが，全国を上回ってい

る【Ａ６】。 

◇ 目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読むことが，全国を上回っている 

【Ｂ３一】。 

◆ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読むことが，

全国を下回っている【Ｂ３三】。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◇ 漢字を読むことが，全体的に全国を上回っている。 

・「快晴」【Ａ１一１】  ・「省く」【Ａ１一３】 

◆ ローマ字を書く，読むことが，全国を下回っている。 

・「りんご」【Ａ８－１】 ・「あさって」【Ａ８－２】  ・「hyaku」【Ａ８－３】 

その他 

◆ 書くことに対して抵抗感をもたず記述問題に取り組もうとする態度を身に付けていく

必要がある。 

・書くことの領域では，「選択式」の設問においては全国平均を上回る設問が多く見ら

れるが，「記述式」の設問は４問全てが全国平均を下回った【Ｂ１三，Ｂ２二(1)，

Ｂ２二(2)，Ｂ３三】。また，無解答率も全て全国より高い。質問紙調査にも表れて

いるように，記述することへの抵抗感が見られ，教科指導はもちろん，日常の活動

として書くことを取り入れた指導が必要である。 
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④ 誤答分析 授業づくりシート 千葉県版【小学校国語】 
 

本シートは，本県の【小学校国語】に見られる課題の改善を図る授業づくりのための資料として提示
しています。各学校においては，これを参考にして，実態に合わせて誤答分析ツールを利用して「誤答
分析 授業づくりシート」を作成し，指導改善を進めてください。 
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授業アイディア例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２８年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 
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（２）中学校国語 

 ① 全体的な結果 

ア 正答数の分布 

 

   【国語Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【国語Ｂ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「Ａ～Ｄ層」について  
・各層は全国の生徒を正答数の大きい順に整列させ，人数比率により 25％

刻みで４つの層分けを行っています。上位から１番目をＡ層，２番目を

Ｂ層，３番目をＣ層，４番目をＤ層と呼称します。正答数が同じ場合は，

上位の層に含むため，25％を大きく超える場合があります。  
・千葉県の人数比率は，全国のＡ～Ｄ層を基準に示してあります。  

 平均正答数,平均正答率ともに全国と同程度である。正答数の分布は,全国とほぼ

同じであるが，Ａ層の割合が高い。 

平均正答数,平均正答率ともに全国と同程度である。正答数の分布は,全国とほぼ

同じである。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

全 国 
（公立） 

6.0問／
9問 

67 % 6.0 2.3 

千葉県 
（公立） 

6.0問／
9問 

67 % 6.0 2.3 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜3 問 4〜5 問 6〜7 問 8〜9 問 

全 国 
（公立） 

16.4 % 20.6 % 31.8 % 31.3 % 

千葉県 
（公立） 

16.1 % 20.1 % 32.0 % 31.8 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊  

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

全 国 
（公立） 

25.0問

／33問 
76 % 26.0 5.4 

千葉県 
（公立） 

25.1問

／33問 
76 % 26.0 5.4 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜21 問 22〜25問 26〜28問 29〜33問 

全 国 
（公立） 

22.0 % 23.4 % 25.9 % 28.7 % 

千葉県 
（公立） 

21.5 % 22.7 % 25.2 % 30.6 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊  
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イ 調査区分ごとに見た傾向（全国平均（公立）を 100 とする） 

 

 

 

 

 

 

 

 ○チャートグラフ 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○経年変化グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88

94

100

106
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成24年度

88

94

100

106
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成25年度

→ →

→ →

→

知識／活用 

「知識」「活用」ともに全国と同程度であるが，昨年度との比較では「知識」「活

用」ともに上昇した。 

領   域   等 

全ての領域等で全国と同程度である。 

問 題 形 式 

  昨年度課題として挙げられた「記述式」が，今年度は全国と同程度であり，改善

が見られた。 

 

※抽出調査  

H24 H25 H26 H27 H28
知 識 99.7 99.7 100.5 100.3 100.7
活 用 100.3 101.0 101.4 99.8 100.6

94

96

98

100

102

104

106
知識／活用

H24 H25 H26 H27 H28
話す・聞く 100.3 100.5 100.3 99.8 100.5
書くこと 99.5 101.1 100.2 100.0 100.0 
読むこと 99.8 101.1 101.4 100.6 100.6
伝・国 99.9 99.0 100.4 99.9 100.7

94

96

98

100

102

104

106
領域等

H24 H25 H26 H27 H28
選択式 100.4 100.7 100.7 100.5 101.2
短答式 99.5 98.1 100.5 99.6 99.4
記述式 98.6 100.5 100.2 97.5 99.7

94

96

98

100

102

104

106
問題形式

88

94

100

106
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成26年度

88

94

100

106

知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成27年度

88

94

100

106
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成28年度



②　各設問及び質問紙調査に見られる結果と特徴

ア　各設問の結果

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

課題改善 80.8 0.1 0.2 0.1

(H25小) 44.5 1.3 21.4 -0.5

１二 話 話 選 78.1 0.0 0.3 0.1

２一 書 書 短 77.5 -0.6 4.0 0.5

２二 書 書 選 74.1 0.9 0.2 -0.1

３一 読 読 選 85.8 1.1 0.2 0.0

３二 読 読 選 90.6 0.6 0.2 0.0

課題改善 65.5 0.8 0.5 -0.1

(H25小) 23.8 0.4 10.9 0.6

４二 書 書 短 77.9 -0.8 10.1 1.4

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　　「話」　話すこと・聞くと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式
　〔肯定的回答〕
　　　　「当てはまる，どちらかといえば当てはまる」など肯定的な選択肢を選択した
　　　　割合の合計
　〔昨年との差〕
　　　　千葉県の今年度（平成28年度）と昨年度（平成27年度）との差を示す

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

  △：全国との差３.０ポイント以上
  ▼：全国との差３.０ポイント以下

　全国を下回るもの（課題あり）
　全国を上回るもの

問
題
形
式

話 話

質問に対する答えが明確に
なるように適切な言葉を書
く

伝えたい事柄につ
いて，根拠を明確
にして書く

集めた材料を整理
して文章を構成す
る

問
　
題

選

４一
答えの文章を直した意図と
して適切なものを選択する

文章を読み返し，
文の使い方などに
注意して書く

書 書 選

「私」にとってのライスカ
レーを説明したものとして
適切なものを選択する

登場人物の言動の
意味を考え，内容
を理解する

「ライスカレーの名に値す
る」の意味として適切なも
のを選択する

文脈の中における
語句の意味を理解
する

文章の一部を別の項目に移
す理由として適切なものを
選択する

Ａ

聞き手をどのように想定し
て話しているのかを説明し
たものとして適切なものを
選択する

１一

聞き手の立場を想
定し，話の中心的
な部分と付加的な
部分との関係に注
意して話す

パンフレットの見出しを他
の見出しの書き方を参考に
して書く

伝えたい事柄が相
手に効果的に伝わ
るように書く

絵本のページを提示した意
図として適切なものを選択
する

目的に応じて資料
を効果的に活用し
て話す
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

問
題
形
式

問
　
題

５一 話 話 短 93.0 -0.1 3.8 0.1

５二 話 話 選 89.3 0.6 0.3 0.0

６一 読 読 選 81.2 -0.1 0.3 -0.1

６二 読 読 選 67.6 0.3 0.6 0.0

７一 話 話 選 71.2 0.6 0.4 -0.1

７二 話 話 選 63.6 1.6 0.6 0.0

８一 読 読 選 86.7 0.6 1.3 0.0

８二 読 読 選 61.5 -0.9 1.6 0.0

９一１ 伝 言 短 81.7 -1.8 7.2 1.4

９一２ 伝 言 短 27.7 1.6 13.6 2.2

９一３ 伝 言 短 87.6 -2.3 7.0 1.8

９二１ 伝 言 短 97.5 -0.1 1.4 0.1

９二２ 伝 言 短 94.7 -0.1 2.2 0.2

話合いを踏まえた発言とし
て適切なものを選択する

Ａ

「不思議な機能」の説明と
して適切なものを選択する

文章の展開に即し
て情報を整理し，
内容を捉える

伝えたいことを明確にする
ために付け加える言葉とし
て適切なものを選択する

全体と部分との関
係に注意して話を
構成する

漢字を書く（大学で歴史の
ケンキュウをする）

漢字を書く（家の庭に花を
ウえる）

相手の発言をどのように聞
いているのかを説明したも
のとして適切なものを選択
する

話の展開などに注
意して聞き，自分
の考えと比較する

資料集を活用するときの留
意点を説明したものとして
適切なものを選択する

奥付の特徴を説明したもの
として適切なものを選択す
る

漢字を書く（今までにない
ドクソウ的な考えだ）

電話を受けた相手のことを
考えた言葉を書く

相手や場に応じた
言葉遣いなどに気
を付けて話す

文章について説明したもの
として適切なものを選択す
る

文章の構成や展開
について自分の考
えをもつ

互いの発言を検討
して自分の考えを
広げる

奥付の特徴や役割
を理解する

奥付を使って本に
ついての情報を得
る

文脈に即して漢字
を正しく書く

文脈に即して漢字
を正しく読む

漢字を読む（封筒を開け
る）

漢字を読む（長年の努力が
報われた）
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

問
題
形
式

問
　
題

９二３ 伝 言 短 81.6 -1.0 5.4 0.6

９三ア 伝 言 選 92.6 1.6 0.6 0.0

９三イ 伝 言 選 97.8 -0.1 0.5 0.0

同一 60.4 1.1 1.1 0.0

(H24) 62.3 1.7 1.2 0.1

９三エ 伝 言 選 93.9 -0.4 0.7 0.1

９三オ 伝 言 選 56.3 2.3 0.8 0.0

９四ア 伝 言 選 61.3 1.0 1.0 0.0

９四イ 伝 言 選 66.0 3.2 △ 1.1 0.1

９五 伝 言 選 52.5 1.7 1.4 0.1

９六 伝 言 選 40.4 4.0 △ 1.3 0.1

９七１ 伝 言 短 78.9 -1.3 5.0 0.6

９七２ 伝 言 選 94.8 -0.1 1.8 0.1

伝 言 選

「忘れがたき」の意味とし
て適切なものを選択する

歌に表れた作者の
思いを想像する

歴史的仮名遣いを現代仮名
遣いに直す（追ひし）

歴史的仮名遣いを
現代仮名遣いに直
して読む

文章を書き直した意図とし
て適切なものを選択する

文の成分の照応に
ついて理解する

９三ウ
適切な語句を選択する（弟
子を手塩にかけて育てる）

適切な敬語を選択する（私
がプリントを集めて，先生
にお届けします）

適切な語句を選択する（彼
は，忙しい仕事の合間を
縫って，私に会いに来てく
れた）

Ａ

題名の下書きをどのように
書き直したのかを説明した
ものとして適切なものを選
択する

文字の形や大きさ,
配列に注意して書
く

語句の意味を理解
し，文脈の中で適
切に使う

漢和辞典の「意味」の中か
ら，「優美」の「美」の意
味として適切なものを選択
する

文脈に即して漢字
を正しく読む

適切な語句を選択する（厳
しい挑戦だということは，
もちろん分かっています）

辞書を活用し，漢
字が表している意
味を正しく捉える

漢字を読む（目上の人を敬
う）

適切な語句を選択する（会
長候補として，白羽の矢が
立つ）

漢和辞典の「意味」の中か
ら，「賛美」の「美」の意
味として適切なものを選択
する
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

問
題
形
式

問
　
題

１一 読 読 選 77.4 1.2 0.2 0.0

１二 読 読 選 83.6 0.3 0.2 0.0

１三
書
・
読

関
・
書
・
読

記 68.2 0.2 8.3 0.5

２一 読 読 選 65.5 0.6 0.2 0.0

２二 読 読 選 64.3 0.3 0.2 -0.1

課題改善 49.5 0.3 6.5 0.5

(H25) 58.2 0.3 2.7 -0.1

３一 読 読 短 72.3 1.2 1.2 0.0

３二 読 読 選 64.6 -0.1 0.7 -0.1

課題改善 56.7 -1.0 24.9 2.1

(H26) 45.4 -0.9 8.9 0.3

文章の構成や表現
の仕方について，
根拠を明確にして
自分の考えを具体
的に書く

物語の展開に沿って巳之助
の様子を並べ替える

物語に書かれている事柄に
ついて図鑑の説明から分か
ることとして適切なものを
選択する

Ｂ

３三

図鑑の説明を読むことで，
よく分かるようになった物
語の部分と，その部分につ
いてどのようなことが分か
ったのかを書く

本や文章などから
必要な情報を読み
取り，根拠を明確
にして自分の考え
を書く

書
・
読

関
・
書
・
読

記

２三

宇宙エレベーターについて
疑問に思ったことと，それ
を調べるために必要な本の
探し方を書く

課題を決め，それ
に応じた情報の収
集方法を考える

ちらしの表と裏から分かる
「暮らしの中の伝統文化
展」が開かれるねらいとし
て適切なものを選択する

文章の中心的な部
分と付加的な部分
とを読み分け，要
旨を捉える

関連イベントの「～職人の
技を見てみよう～」に参加
することができる日付とし
て適切なものを選択する

目的に応じて必要
な情報を読み取る

雑誌の記事の説明として適
切なものを選択する

文章の構成を捉え
る

情報カードにまとめる内容
として適切なものを選択す
る

目的に応じて文章
を要約する

文章の展開に即し
て内容を理解する

目的に応じて必要
な情報を読み取る

書
・
読

関
・
書
・
読

記

ちらしの表と裏の表現の工
夫とその効果を書く
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イ　質問紙調査の結果

質問
番号

国語に関する質問事項
肯定的回答

千 葉 県 全国との差 昨年との差

８３

６９

７０

国語の授業で文章を読むとき，段落や話のまとまりごとに内容を理解
しながら読んでいますか

今回の国語の問題について，解答を文章で書く問題がありましたが，
どのように解答しましたか
 １  全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した【肯定的回答】
 ２  書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中であきらめたりし
　 たものがあった
 ３  書く問題は全く解答しなかった

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ）

調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ）

６７

６８

国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝わるように話の組み
立てを工夫していますか

国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由が分かるように気を
付けて書いていますか

８２

６４

６５

６６

６３

読書は好きですか

国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思
いますか

国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり，書い
たりしていますか

６１

６２

５７

５８

５９

71.5

74.5

83.0

60.5

４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しい
と思いますか

学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いた
りすることは難しいと思いますか

生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたり
することができていると思いますか

国語の勉強は好きですか

38.2

37.0

64.2

59.1

87.8国語の勉強は大切だと思いますか

国語の授業の内容はよく分かりますか

55.4

65.5

70.9

69.6

92.9

85.3

1.2

0.0

-0.6

-0.7

-1.3

-2.6

4.6

-1.6

-1.7

-1.3

-1.2

-0.4

-2.1

-0.4

0.7

1.2

1.0

1.1

-2.2

-1.6

-1.7

1.6

-0.4

1.6

1.8

-0.3

-0.3

-4.9

-0.1

0.9

○Ａ問題，Ｂ問題，また，各領域等ともに全国と同程度である。昨年度課題として挙げ

られた問題形式の「記述式」においては，今年度全国と同程度まで回復し，改善が見

られた。しかし，「漢字を正しく書くこと，読むこと」については，今年度も改善が

見られず，出題された６問中５問が全国を下回り，無解答率においてもすべて全国よ

り高く，継続した課題である。

○「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」では，特に「辞書を活用し，漢字の

意味を捉える」（９四イ），「文字の形や大きさ，配列に注意して書く」（９六）の

設問が全国を大きく上回った。

○質問紙では，読書は好き（６４）の肯定的回答が，今年度も全国と比べやや高かった。

しかし，国語の勉強は好き（６１），国語の授業の内容はよくわかる（６３）の肯定

的回答は全国よりやや低く，昨年度と比較しても減少している。国語の授業に関する

質問事項もすべて全国より低い状況であり，授業の中に生徒が主体的に考える場面や

考えたことを表現・交流する場面を設定し，言語活動の更なる充実を図る必要がある。
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③ 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 知識（Ａ問題），活用（Ｂ問題）ともに，全国と同程度であり，昨年度と比べて上昇し 

ている。また，無解答率が全国より低い設問が増加している。 

◇ 昨年度全国を下回った「記述式」の正答率が，今年度は同程度であり，改善が見られ 

る。 

◇ 読書が好きな生徒の割合が，全国より高い状況が続いており，「読むこと」領域の良い

結果も継続している。 

課題 

◆ 「漢字を正しく書くこと」が改善されず，継続した課題である。 

◆ 国語が好き，授業内容がよく分かる生徒が全国よりやや低く，昨年度と比較しても 

減少している。 

 

話すこと 

聞くこと 
◇ 互いの発言を検討して自分の考えを広げることが，全国を上回っている【Ａ７二】。 

書くこと 

◇ 集めた材料を整理して文章を構成すること，文章を読み返し，文の使い方などに注意

して書くことが，全国を上回っている。 

・文章の一部を別の項目に移す理由として適切なものを選択する【Ａ２二】。 

・答えの文章を直した意図として適切なものを選択する【Ａ４一】。 

◆ 伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書くこと，伝えたい事柄について，根拠

を明確にして書くことが，全国を下回っている【Ａ２一】【Ａ４二】。 

読むこと 

◇ 文脈の中における語句の意味を理解することが，全国を上回っている【Ａ３一】。 

◇ 文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け，要旨を捉えることが，全国を上回

っている【Ｂ１一】。 

◇ 文章の展開に即して内容を理解することが，全国を上回っている【Ｂ３一】。  

◆ 奥付を使って本についての情報を得ることが，全国を下回っている【Ａ８二】。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◇ 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うことが，全国を上回っている 

【Ａ９三ア，ウ，オ】。 

◇ 辞書を活用し，漢字が表している意味を正しく捉えることが，全国を大きく上回って 

いる【Ａ９四イ】。 

◇ 文の成分の照応について理解することが，全国を上回っている【Ａ９五】。 

◇ 文字の形や大きさ，配列に注意して書くことが，全国を大きく上回っている【Ａ９六】。 

◆ 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことが，全国を下回っている（追ひし） 

【Ａ９七１】。 

その他 

◇ 「記述式」の設問では，文章の構成や表現の仕方について，根拠を明確にして自分の

考えを具体的に書くこと【Ｂ１三】，課題を決め，それに応じた情報の収集方法を考え

ること【Ｂ２三】は，全国を上回っている。 

◆ 国語の授業に関する質問事項においては，肯定的回答の割合が，ほぼ全国よりやや低 

い状況である。 
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④ 誤答分析 授業づくりシート 千葉県版【中学校国語】 
 

本シートは，本県の【中学校国語】に見られる課題の改善を図る授業づくりのための資料として提示
しています。各学校においては，これを参考にして，実態に合わせて誤答分析ツールを利用して「誤答
分析 授業づくりシート」を作成し，指導改善を進めてください。 
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授業アイディア例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２８年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 


